
2026年塑性加工春季講演会 
「テーマセッション」のご案内 

 
 

 2026年塑性加工春季講演会（2026年 3月 18日（水）～20日（金）静岡大学浜松キャンパスにおいて,下記の 4件のテーマセッシ

ョンを開催いたします.奮ってご応募下さい.ご不明の点につきましては，各セッションのオーガナイザーまでお問合せください. 

 

テーマセッションの特徴は以下の通りです. 

（1）一般講演とは区別してプログラムを組みます. 

（2）特定のテーマに関する講演を広く公募します.   

（3）公募論文の取捨選択や討論時間などの運営方法はオーガナイザーに一任します.（採択されなかった場合には一般講演に 

回っていただきますのでご了承ください.） 

 

記 

 

申込方法  学会のホームページを利用したオンライン申込をご利用ください. 

           講演会案内ページ http://www.jstp.jp/event/meeting/ 

 

申込締切日 2025年10月31日（金） 

 

テーマセッション１「半溶融・半凝固加工，溶融加工の最前線」 

オーガナイザー：西田進一（群馬大）, 布施宏（大阪工業大）, 原田英人（日産自動車㈱） 

協力：半溶融・半凝固加工分科会 〔主査：西田進一〕 

問合せ先：西田進一（群馬大）, E-mail：snishida@gunma-u.ac.jp 

 

半溶融・半凝固加工および溶融加工は，一工程で素形材の作製が可能なためリサイクルや省工程・省エネプロセスの視点からも注目

されています．自動車の軽量化の観点からも，注目されています．狭義の半溶融・半凝固加工や溶融加工に制限せず，プロセスから

の視点，材料からの視点，他の加工方法との融合の視点から半溶融・半凝固加工，溶融加工の最新動向について広く講演を募集しま

す． 

 

テーマセッション２「これからの塑性加工を支えるプロセス・トライボロジー」 

オーガナイザー：淺井一仁（豊田高専）, 吉川泰晴（名城大）, 船塚達也（富山大） 

協力：プロセス・トライボロジー分科会 〔主査：松本良〕 

問合せ先：淺井一仁（豊田高専）, E-mail：kazuhito@toyota.kosen-ac.jp 

 

塑性加工における摩擦・潤滑・摩耗などトライボロジー技術は，加工限界，寸法精度や表面品質，生産性やコストに深く関係してい

ます．加えて，ものづくりにおいても，環境への配慮が求められ，環境負荷低減のための新技術の研究や開発が行われるなどトライ

ボロジー技術の重要性が増しています．本テーマセッションでは，これからの塑性加工に不可欠なトライボロジー技術に関連した知

見について議論の場にしたいと思います． 

 

テーマセッション３「機能性材料の塑性加工用型技術の進化」 

オーガナイザー：相澤龍彦（表面機能デザイン研究所）, 佐々木実（豊田工業大） ，白鳥智美（富山大） 

協力：金型分科会〔主査：相澤龍彦〕 

問合せ先：相澤龍彦（表面機能デザイン研究所） ，E-mail：taizawa@sic.shibaura-it.ac.jp 

 



高効率モータコア、高熱伝達デバイス、高品位医療器具など、革新的な型技術なしでは、製造できない未来製品の実用化が求められ

ている.本テーマでは、高強度脆性材料素材からの製品打抜き、高熱放射特性を発現するデバイスの成形法、チタン・マグネシウム素

材の高精度加工など、新規型技術の可能性を議論する. 

 

テーマセッション４「東海地方における塑性加工技術の最新動向」 

オーガナイザー：北村憲彦（名工大）, 吉川泰晴（名城大）， 吉田健吾（静岡大），早川邦夫（静岡大） 

協力：東海支部 

問合せ先：早川邦夫（静岡大）, E-mail：hayakawa.kunio@shizuoka.ac.jp 

 

東海支部を構成する愛知県，岐阜県，三重県および静岡県からなる東海地区は，輸送機産業の集積地であり，塑性加工を適用した製

品が多く生産されています．2026年春季講演会を静岡県浜松市で開催するにあたり，この地域での塑性加工技術の最新動向について

の講演を通じて，今後の技術課題について議論します． 

 

 

 

 

「優秀論文講演奨励賞」について 

 講演会運営委員会では，塑性加工講演会の活性化と優秀な若手会員の活躍を期待して，新進の研究者・技術者の優秀な

論文講演を表彰しております．本賞審査の対象となる方は，講演発表時に満 35 才以下の会員です．35 歳以下の講演者で

審査を希望される方は，申込時に希望の有無および年齢を選択してください．受賞件数は分野を偏らないように配慮して，

10 件程度とします．ただし,過去に本賞の受賞歴のある方の応募については，受賞を受けた講演会の日から 2 年間（講演

会 4 回分）が欠格期間となります．審査は座長を含む審査委員による論文内容，発表方法，質疑応答に基づいて，総合的

に評価します．優秀論文講演奨励賞の受賞者名及び講演論文名等は，会報誌「ぷらすとす」 にて公表するとともに，賞

状と副賞を贈り顕彰します． 


